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Herschel宇宙望遠鏡によって、星形成分子雲は filament構造をしていることが指摘されている (e.g., Andre et
al. 2010)。そこで観測から filamentにおける星形成の初期条件を決定することが非常に重要となってきている。
我々はOrion A cloudに対して、N2H

+/CCSを用いた化学進化の観点から、そのような分子雲コアを探査してき
た。その結果、一つの有力な候補天体 (TUKH122)を発見した。このコアは filamentの一部であり、乱流がほぼ
散逸し、化学的に進化しているにも関わらず星形成活動がまだない。
ALMA cycle 3で、この領域を 3 mm dust continuum, N2H

+, CH3OHで観測した結果、CH3OHはコアを囲む
ようなシェル構造をし、N2H

+とダストではその内部でいくつかのピークを filamentに沿って発見した。Herschel

250 µm dataとコンバインすることで total fluxを戻した結果、filamentと垂直方向の密度プロファイルは p ∼ 2
の Plummer like functionで fitできた。ただし、ALMA-ACAでは p ∼ 4となりmissing fluxが大きいことも確
認している。また filamentに沿って 0.033 pcの間隔で密度の変動が見られ、この間隔はOMC-3の原始星の間隔
と一致する。この filamentは線質量がMline ∼ 130 M⊙で thermal line mass (Mline ∼ 16 M⊙)より非常に大き
く、分裂の間隔も Taurusで見つかった間隔∼ 0.3 pcより一桁短い。


